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A.研究目的 
 性感染症の流行する環境は時代とともに大き

く変化してきており、その多くの情報が、雑誌、

ウェブページ、SNS 等で、より広く急速に発信さ

れるようになっている。従がって、現代の環境に

合ったハイリスク層への情報提供法の確立は、性

感染症の啓発や受検勧奨における喫緊の課題の

一つと考えられている。 

 
 現在、東京を中心とした MSM(Men who have 
Sex with Men)の中での、性行為による A 型肝炎 
の流行が大きな問題となっている。複数の拠点病

院に通院している HIV 陽性者からの、A 型肝炎

の発生報告が急増してきたため、東京都からもア

ラートが出されることとなった。本研究では、こ

の A 型肝炎流行への緊急対応によって、現代の環
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境に合った対策を、行政や NPO との連携によっ

て検討する。そして、性感染症の医学的な情報、

感染予防策などを、より迅速にハイリスク層へ伝

えるために有効な方法を確立することを目指す。 
 
B.研究方法 
本分担研究は、東京都における MSM の A 型肝

炎流行に対して、東京都福祉保健局健康安全部の

エイズ担当、都内流行地の保健所、ぷれいす東京、

コミュニティーセンターakta との協力によって

計画された。 
A 型肝炎の流行や対策に関する情報を提供するた

めに、チラシ等の資料作成、資料の配付先の決定、

そしてホームページ・スマホアプリ・SNS 等を利

用した情報拡大など、ハイリスク層である MSM
へ、広く迅速に情報を提供できる方法を検討した。

また、東京都との連携によって、拠点病院や保健

所・検査所への情報提供も行った。これらの啓発

活動は、本報告書の作成時点でも継続中であり、

ホームページやスマホアプリ等については、その

アクセス評価も行う予定である。 
 
(倫理面への配慮) 
本研究によって得られた情報については、社会的

な影響も考慮して慎重に扱い、対象者への迅速な

還元に努めた。また、流行情報の広告を行う際に

も、セクシャルマイノリティーへのバッシングに

繋がるリスクも念頭におき、情報発信の範囲を広

げすぎない等の注意を払って行う方針とした。 
 
C.研究結果 
 東京都におけるMSMのA型肝炎流行に対する

効果的な情報提供の方法が、感染症の専門医師(本
研究の分担研究者)、東京都のエイズ・新興感染症

担当、ぷれいす東京、コミュニティーセンター

akta との協力によって検討された。その結果、以

下のような方法によって、短期間にハイリスク層

へ集中した啓発広報を行う方針が決まった。これ

らの緊急対策による啓発は、現時点でも継続され

ている。そして、啓発に利用したホームページや、

バナー広告を貼ったスマホアプリについては、そ

のアクセス評価も行うことを計画している。 
 
１）東京都による啓発チラシの作成（図２） 
東京都のエイズ・新興感染症担当が、A 型肝炎の

流行に関する情報を伝えるための啓発チラシを

作成した。その情報をわかりやすく伝えるために、

医療情報については感染症の専門医師(本研究の

分担研究者)が監修を行った。作成されたチラシは、

以下のような各方面に配布された。 
・東京都のエイズ拠点病院 
・南新宿検査・相談室、多摩地域検査・相談室に

おける対象者へのチラシ配布 
・各 NPO 法人［ぷれいす東京、コミュニティー

センター(akta)、日本 HIV 陽性者ネットワーク

(JaNP+)、HIV と人権・情報センター(JHC)］へ

のチラシの送付。その後、各 NPO からは SNS な

どを通じての情報発信も開始された。 
 
２）啓発ポスターやチラシによる情報提供 
・啓発ポスターとチラシの作成 
・QR コードによる啓発ページへのリンク 
・ハッテン場、街へのポスターやチラシの配布 
 
NPO との連携により、MSM の中で A 型肝炎の

流行が始まっているという情報を伝えるための

啓発ポスターとチラシが作成された。（図３）ポ

スターやチラシの中には、下記の HIV マップに

つくられた A 型肝炎の特設ページにリンクさせ

る｢QR コード｣を設置した。作成されたポスター

やチラシは、NPO によってハッテン場や街への

配布が行われている。 
 
３）ゲイ向けの、雑誌、スマホアプリ、ホームペ

ージを利用した情報提供 
・WEB 情報誌への広告記事の掲載 
・HIV マップに特設ページを作成（図４） 
http://www.hiv-map.net/hepatitis-a/ 

33

03-417 本文.indd   33 2018/03/23   18:52:17



 

 

・ゲイ向けサイトにバナーを貼り、啓発ページに

リンクさせる 
・MSM 向け雑誌に広告記事を掲載 
・Facebook 等の SNS による情報の発信 
ゲイ向けの雑誌、ホームページ・スマホアプリ・

SNS など、ハイリスク層である MSM へ、広く迅

速に情報を提供できる方法として、上記のような

対応を行った。これらの医療情報については、感

染症の専門医師(本研究の分担研究者)が監修を行

った。各対応については、MSM の現場に密接に

繋がっている NPO の積極的な協力によって進め

られた。また、東京都のエイズ・新興感染症担当

は、各 NPO との連携や進行状況の確認等の役割

も担った。 
 
D.考察 
  A 型肝炎は、一般的には食品を介しての感染

するウイルス感染症として知られている。しかし、

MSM を中心とした性感染症でもあるという事実

を理解している人は少ない。MSM においては、

性行為の中で手指を介して間接的に便が口に入

る場合だけでなく、肛門周囲を直接舐める行為、

あるいは多人数による性行為で男性器を舐める

オーラルセックス等によっても、A 型肝炎ウイル

スが感染する可能性がある。 
 また、A 型肝炎に感染した人においては、発症

する前からウイルスが便中に排出される。そして、

２～７週間という比較長い潜伏期間で発症し、症

状が改善した後もしばらくはウイルスの排出が

持続する。従がって、一度大きな流行が始まって

しまうと、その終息までには長期間を要すること

も特徴である。 
我が国においても、1998～1999 年に MSM の中

での A 型肝炎の大きなアウトブレイクがあった

が、全国各地での流行が終息するまでには長い期

間を必要とした１）。また近年も、台湾での大規

模な流行２）、欧州や米国での流行３）などの報

告もあり、A 型肝炎は MSM における重要な性感

染症の一つと考えられるようになっている。 

 本研究では、行政担当や NPO との連携によっ

て、MSM における A 型肝炎アウトブレイクへの

緊急対応を行った。性感染症の流行する環境は時

代とともに大きく変化してきており、その多くの

情報が、雑誌、ウェブページ、SNS 等で、より広

く急速に発信されるようになっている。従って、

今回のＡ型肝炎の対策を進める中では、現代の環

境に合った情報提供法を確立するために、医学的

情報や予防方法などを、より迅速にハイリスク層

へ伝える方法を検討した。 
 性感染症の流行拡大への緊急対応としては、情

報伝達の迅速性が重要な課題であった。その一方

で、便を介して性行為で感染するという A 型肝炎

の情報を伝える際には、ゲイバッシングにつなが

るリスクも念頭におき、ハイリスク層へ集中して

情報が流れるような配慮も必要とされた。従って、

この A 型肝炎の流行対策においては、一般的な感

染症の流行への対応以上に、現場コミュニティー

と繋がっている NPO 等との密接な連携が重要な

ポイントとなった。自治体からエイズ拠点病院や

保健所・検査所への情報提供だけでなく、各 NPO
団体が積極的に行政の対策に参加した啓発がな

かったとしたら、このような性感染症の流行への

対策を行うことは不可能であった、ということを

改めて強調したい。 
 
E.結論 
 本研究では、東京を中心とした MSM の、A 型

肝炎の流行への緊急対策を行った。その計画を進

める中で、行政担当者、保健所、そして各 NPO
等との協力によって、医学的情報や具体的な感染

予防策などを、より迅速にハイリスク層へ伝える

方法を検討することができた。対象に合った情報

をまとめたチラシ等の作成、ホームページ・スマ

ホアプリ・SNS 等を利用した情報拡大など、今回

の対策によって確立された啓発方法は、MSM に

おける今後の性感染流行にも役立つものとなる

はずである。  
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